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[論文】

博物館資料としての情報

A Study on the Infonnation as the Museum Specinments 

1 .はじめに

博物館資料については、これまでの博物館学の中

では、あまり議論がおこなわれていない(布谷

2001a) 。それは博物館にとっては資料はあって当た

り前、という考えが博物館内部にも伝統的にあり、

資料の整理保存等についての技術的な検討や新しい

技術の研究はあっても、博物館資料とは何をさすの

か、資料をなぜ博物館で収集するのか、だれが利用

するのか、といった資料自体についての議論を改め

て行ってこなかったということである。

近年の博物館学の議論では、博物館の考え方自体

が非常に幅広くなり、またより利用者の視点で運営

が検討されるようになっているため、博物館の事業

や運営に関しても、見直しが必要となっている。そ

ういう中で、博物館資料が博物館の事業の中で重要

な位置にあるため、改めて資料自体についても、そ

の収集から利用に至るまでの各段階についての議論

をして、博物館のありかたを再確認することに繋が

っていくような作業が必要となってくるであろう。

そのような立場で布谷 (2001a) は博物館の一次資

料についての考え方を議論した。本文では引続いて、

主として博物館二次資料の考え方を整理し、一次資

料と二次資料との関係についても議論を行いたい。
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2. 博物館資料の分類

博物館法では第2条で「歴史、芸術、民俗、産業、

自然科学等に関する資料を収集し、保管(育成を含

む、以下同じ)し」として収集する資料の分野を規

定し、更に第3条博物館の事業の(1)では「実物、

標本、複写、模型、文献、図表、写真、フィルム、

レコード等の博物館資料をj として扱う資料の種類

を決めている。しかしここに見られるように博物館

法の中では扱う資料の種類を列挙する以外の整理は

されていない。

博物館法(1951)当時の資料の種類についての議

論としては、宮本(1956) と鶴田 (1956) がある。

宮本 (1956) では、

1 )実物資料・標本資料

2 )模型、模造資料

3 )絵画、図表資料

4) 写真資料

5 )録音資料

6 )記録資料

7) 図書・刊行物

の七つに博物館資料を区分し、また鶴田 (1956) では

1 )直接資料

2) 目からの知覚資料

3 )耳からの知覚資料

4) 間接資料
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の四つに分類してしている。鶴田 (1956) ではそれ

ぞれの資料のより具体的な内容についても上げられ

ている。

しかしこの二人が扱っている個別の博物館資料の

種類を見ると、元の分類の仕方が異なるものの、扱

っている資料の種類はまったく同じである事がわか

る。例えば二人が上げている項目を比較すると、宮

本の 1 )と鶴田の 1 )、宮本の 2) 3) 4) と鶴田の

2 )、宮本の 5 )と鶴田の 3 )、宮本の 6) 7) と鶴

田の 4 )は同じである。博物館資料を大きく分類す

るための基準が異なるものの、扱う内容は同じであ

り、分類のための根拠は明確ではない。

1973年に定められた「公立博物館の設置および運

営に関する基準」では第 6 条の(資料)において

「実物文は現象に関する資料(以下「一次資料」と

いう。)J rr 次資料に関する図書、文献、調査資料、
その他必要な資料(以下、 í2 次資料」という。 )J

として、博物館資料を大きく、一次資料と二次資料

とに分けた。これに基づいて、一次資料を直接資料、

二次資料を間接資料(一次資料の記録)として、博

物館資料の大分類とする事については、一般論とし

ては、ほぼ異論はないようである。

しかしその整理の中身は研究者によってかなり異

なっている。博物館資料全体を整理した議論は意外

と少なく、そういう議論としては加藤 (1977) と千

地(1978) とがある。加藤 (1977) では、まず大き

く一次資料(直接・実物)と二次資料(間接・記録)

とに区別し、一次資料を一次製作資料(生き物)と

一次標本資料(標本)、二次資料を二次製作資料

(ジオラマ)と二次標本資料(立体、平面、無形、

知覚)とに区別している。

千地(1978) では、まずモノ資料と情報資料とに

分け、モノ資料を一次資料(直接資料)と二次資料

(間接資料)として、二次資料をさらに有形(立体、

平面)と無形資料とに分けている。そして情報資料

として印刷物や報告書などを上げている。これらの

資料分類について、有元 (1999) は、加藤は「公立

博物館の設置及び運営に関する基準J (1973) に従

った分類をし、千地は現場の立場で現実的な分類を

したのだろうと述べている。

しかし加藤(1977) と千地 (1978) が扱っている

資料の種類を比較すると、やはり扱っている資料の

種類はほぼ同じである事が分る。加藤と千地がそれ

ぞれあげている一次資料はほぼ一致し、二次資料で、

は加藤は広く扱い、加藤の二次標本資料の一部が千

地の情報資料にあたっている。-

加藤と千地の議論で一番異なるように見える印刷

物や報告書等の図書・文献資料については、どちら

の議論でも、これまでは資料として印刷物はどちら

かというと軽んじられてきたが、これからの研究や

博物館活動の中では重要である事を指摘しており、

そのような点においても議論の内容は非常に似てい

るといえる。したがって分類の違いは、議論の視点

やその議論の目的の遣いによって生じているのかも

しれない。

そして1950年代の宮本や鶴田の議論と 1979年代の

加藤や千地の議論を比較すると、やはり博物館で扱

う資料の種類については、相互に対応をしていて、

同じ内容の資料を考えている事が分る。

博物館資料の分類についての議論はその後はほと

んど行われていない。その後の議論では、倉田・矢

島(1997) で千地の情報資料の中に「伝承」を加え

たこと、青木(1997) が映像の一部は一次資料に入

れるのがふさわしい、という議論を行っており、こ

れらは従来の博物館資料に関する議論に対して新し

p発想を加えたものといえるであろう。

そして一次資料と二次資料とはその利用目的が異

なる事は、例えば金山が「一次資料の真実J (2001a) 

と「二次資料の真実J (2001b) として、それぞれ

の資料から分ることについて可能性を述べる議論が

ある。

博物館資料に関する議論はほとんど進展しておら

ず、ほぼ同じ用語を使いながら引用され、また内容

的にも同じ資料を扱いながら、場合によっては別の

資料をさして使用されていた事になる。そしてこれ

らの議論では、一次資料については、実物があるた

めにその扱いは比較的分りやすいが、二次資料とし

て扱われている博物館資料についての位置付けが特

に暖昧である。したがって、二次資料とされている

資料類について整理し、博物館の研究や事業の中で

どのような位置を占めているのかを検証しておく事

が必要となるだろう。
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3. 博物館資料としての図書・文献類

すでに触れられている(加藤 1977) ように博物

館資料としての図書・文献類の重要性はますます大

きくなっている。しかし図書・文献類の役割につい

ては、博物館の資料としては、きわめて暖昧な点が

残っている。なお、博物館で扱う活字(あるいは手

書き)資料類は、幾つかの研究の中でも、各種研究

報告書、学術図書、調査記録、図書・刊行物などと

さまざまなものが含まれているが、ここではすべて

を含めて図書・文献類という表現にしておきたい。

1 )図書館における図書の位置づけ

図書・文献類についての議論を行うためにはまず

図書館での資料に対する考え方を見ておきたい。図

書館法(1950) における図書館の定義は第 2 条(定

義)によって「この法律において図書館とは図書・

記録、その他必要な資料を収集し、整理し、保存し

て一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レ

クリヱーション等に資することを目的とする施設j

とされている。この定義は博物館法による博物館の

定義と非常によく似ており、博物館の定義から展示

と調査研究の部分を抜いたもののように読めるが、

資料の役割や性格についてはこの定義からははっき

りとはしていない。

しかし図書館法自体が1950年に制定された法律で

あり、その後の図書館で資料とされるものの変化や

図書館への期待によってその定義にも変化があるよ

うである。例えば図書館情報ハンドブック(1988)

では図書館の定義として「情報その物ではなく、情

報が持ち運び可能な何等かの物体に記録された資料

を収集し、それを整理して利用に供する社会的な施

設」としている。ここでは印刷物だけではなく情報

を活用できるようにするという、近年のメディアの

発達に対応した定義となっているようである。また

日本図書館学会 (1997) では「人間の知的生産物で

ある記録された知識や情報を収集、組織、保存し、

人々の要求に応じて提供する事を目的とする社会機

関」としている。この定義ではさらに踏込んで、印

刷物である必要はない事をすでに前提とした定義と

なっているようである。

このように図書館はすでに図書・文献だけではな

く、かなり幅の広い情報を扱う施設であり、その収

集整理した情報を利用者に提供するのが目的の施設

であるといえそうである。そして博物館が扱う資料

と比較すると、図書館の資料は加藤(1977) の二次

標本資料の中の一部(無形、知覚)に相当し、千地

(1978) の情報資料と二次資料の一部(有形平面資

料、無形資料)に相当する。したがって図書館が扱

う資料の種類はすべて博物館でも扱うことになりそ

うであるが、その資料の利用者への提供のしかたが、

したがって資料に対する考え方が博物館と図書館と

ではかなり異なっている。

博物館と図書館の遠いについては、すでに布谷

(2001b) でも触れているが、図書館では利用者か

ら要求のあった資料を探しだして、あるいは要求の

あった資料と関連した資料を検索して選びだし、利

用者に提供する。図書館の専門職である司書の仕事

が 11)利用者を知ること、 2) 資料を知ること、 3)

利用者と資料をむすびつけること J (日本図書館協

会図書館員の問題調査研究委員会 1974) であると

されていることはその仕事の内容を良くあらわして

いる。つまり資料の内容についての研究をしたり、

あるいは資料の内容に対して司書個人の判断をする

のではなく、利用者の要求に応じて情報として資料

を提供するということである。

このような図書館における図書資料にかかわっ

て、図書館では新しい議論が行われている。それは

広く活用されるようなってきた商業オンライン・デ

ータベースにアクセスして情報を図書館で利用者に

提供する場合、それは図書館にとっての資料利用と

位置付けることができるのかどうか(鈴木 2001) 、

ということである。これまで、に図書館で、扱ってきた

資料は、その必要なd情報が乗っている媒体がはっき

りしていて、物として存在していた。しかしオンラ

イン・データベースの場合には、機械で、繋がってい

るだけで、もとになる情報は図書館の外からその都

度に購入することになる。この場合には最初から情

報選択の目的がはっきりしていることが多く、司書

の仕事はコンピュータで検索して情報を取り寄せる

だけになってしまい、司書でなくても、あるいは図

書館でなくても同じ情報が入手できる事になるの

で、それでは図書館の仕事と言えないのではないか、

という議論がされている。この問題は図書館の資料

の定義等によって微妙な問題があるために、議論が

あまり進んで、いないようであるが、司書が選択した
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情報を提供することが目的の図書館資料に対して

は、図書館の根本にまで戻るような議論が必要とな

るはずである。

2 )博物館における図書・文献の活用方法

それに対して博物館の場合には、図書・文献とい

う同じ資料を扱っても、その利用の形態が異なって

いる。つまり博物館の場合には、図書・文献を提供

するのではなく、図書・文献を利用して、博物館か

らの情報発信を行う。そして提供する資料には学芸

員の判断が含まれている。

博物館においては資料を利用者に提供する時、多

くの場合には要求のあった資料を渡して終わりとい

うようなことはない。また一般的には、図書を読む

ために博物館に利用者が来る、ということはない。

図書・文献を提供する場合でも、基本的には同じで、

博物館の利用者が特定の図書を要求した場合も、そ

の図書を渡して終わりということはほとんどなく、

その図書で調べようとする内容について、学芸員と

話をするのが普通である。つまりある話題や疑問を

解決するために、幾つかの図書や文献を出してきて

提供するとしても、その図書を利用者に読んでもら

うのではなく、普通はその図書等を使って利用者に

説明するためである。対応する学芸員は図書等の図

表などを見るため、あるいは数字を確認するために

図書等を使うことが多く、あるいは一つの疑問にた

いしてまだはっきりとした結論は出ておらず、専門

家の間でも幾つかの意見があって議論をしている、

ということを示すために図書等を利用する、という

ような場合もある。

つまり学芸員は日常の研究の成果として、専門分

野の内容について自分の判断を持っており、その判

断に基づいて、質問をしてきた利用者が自分で考え、

判断をするための材料を、提供するのである。この

時には博物館資料としての図書・文献は、必要な情

報を提供するための補助手段として使われている。

そして継続して実物資料を見てもらう事もある。こ

れは図書・文献が利用者と実物資料とを結びつける

役割をしている事になる。

また先に上げた商業データベースの利用は、博物

館でもよく行われるようになっている。内部の博物

館資料のデータベースの構築とは別であり、外部の

データベースは博物館資料とはまた別の補助手段と

して、博物館の事業に積極的に活用することで効果

的な利用はできると思われるが、博物館資料の議論

とは直接には結びつかないといえる。

また博物館における図書・文献の位置として重要

なのは、内部利用あるいは特定の利用者による利用

が多い事である。一般利用者の利用について述べた

上記のような利用とともに、学芸員自身が自分の研

究を行うため、あるいは博物館の共同研究者、また

ごく特定の専門的な利用者が研究を行うために図

書・文献を活用する。博物館に開架の図書室を持た

ない博物館はまだかなり多いが、内部向けの図書室

を持たない博物館はおそらくないであろう。博物館

の資料としての図書・文献は、まず内部の研究用に

使われている。

ただし博物館の学芸員の研究の成果は、直接に博

物館の展示や利用者向けの活動の中で活かされてい

くものである。博物館の魅力は、学芸員の研究の結

果としての新しい情報が発信されることにあると考

えるが、そのような研究の要素としてはフィールド

での調査とともに、室内での図書・文献を活用した

研究活動にあるといえるであろう。そのような意味

では、図書・文献は、博物館の活動を背景から支え

るような位置にある。図書・文献を研究する研究分

野では研究対象であるが、そのほかの分野では研究

を行う補助的な情報源であり、他の博物館資料類と

は少し異なる面がある。

3 )情報が乗った媒体としての図書

一般的な一次資料と図書・文献資料とは、資料と

して利用できる情報という点から見てもかなり異な

る。一次資料の資料としての特長の一つは、その資

料が持っている情報の全てが分っていない事であ

る。多くの資料はある視点、で観察する事で、その視

点にかかわるある情報だけを読み取る事ができる。

特別な方法を使わなければ、見る事ができない情報

もあり、また現在の知識や科学ではまったく分らな

p情報もある。例えば考古学での最近の発見は著し

いものがあるが、過去の資料類は現在の新しい発見

によって、見直さざるを得ないようなことが起こっ

ている。生物の分野ではDNA分析が進んできたた

めに初めて分ってきた情報は非常に多い。だからこ

そ実物の資料が博物館では大切なものとして保存さ

れているのである。何か新しい問題が生じた場合に
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は、必ず元の資料に当たることが必要になる。

しかし図書・文献の場合には、基本的にはその資

料が持つ情報はすべて読み取ることができる。した

がって図書・文献はモノとしては情報が上に乗った

単なる媒体にすぎないという考え方は、ここでもあ

てはまる。個々の図書・文献がもっている情報は、

特別な手段を使わなくても、紙などに記録された情

報として、すべて活用が可能である。もちろんそう

ではないような希少本や古文書などは存在するが、

そのような資料は、ここで、扱っている図書・文献と

いうよりも一次資料として扱うような性質のもので

あろう。一次資料と二次資料との区別があいまいな

場合があるが、逆にいうと、読み取れない情報をも

った図書・文献類は、一次資料に入れるべきなので

あろう。

このように 1 冊の同じ図書であっても、図書館と

博物館とではその資料としての利用の方法や位置付

けは異なる。博物館の場合、二次資料は一次資料の

記録であるという位置付けがされてきた。そして記

録であるために二次資料よりも一次資料のほうが値

打ちがあるように思われてきたようである。しかし

博物館の資料を分類することにおいては、少なくと

も図書・文献においては整備と利用の遣い等によっ

て考えるのが本筋であり、資料価値を判断の基準に

することは、本質とはいえないであろう。そして、

図書館以上に博物館での図書・文献資料は、情報と

して扱うことがふさわしい。

4. 静止画および動画資料

静止画(写真)や動画(ビデオなど)は、従来の

博物館資料の中では二次資料として扱われており、

その活用についてはあまり議論がされてこなかっ

た。一般的に記録であるために資料としての価値が

低いとみなされてきたようである。しかし最近にな

って島津斉彬を撮影した「銀版写真」が国の重要文

化財に指定されたり(西日本新聞 2001) 、熊谷直

孝を撮影したガラス湿板と鶏卵紙が京都市の有形文

化財に指定されるなど(京都新聞 2001)、古い写

真が国の文化財に指定されるというような動きも出

はじめ、二次資料の価値についての見直しが行われ

ているようである。また近年は専門の写真美術館な

どもでき、また博物館でも写真資料に改めて注目を

している場合があり、博物館での写真資料の活用に

ついて新しい可能性が生じている。

1 )画像情報の利用形態

写真資料の可能性を広げた理由の一つは利用環境

の変化である。近年の急速なコンビューターのハー

ドとソフトの発展は、大量の画像情報を実際に使用

可能な状態とした。もともと写真資料は、どのよう

な利用方法であれ、管理が可能な枚数には限度があ

った。図書文献資料の管理を伝統的に図書カードな

どを使って行っていたと同じように、写真もカード

を使って、管理するというのがこれまでの普通の方

法であった。ところが写真の場合には、カードにつ

けるキャプションあるいは検索のためのシソーラス

をどのように作っても、写真に含まれる情報を充分

には表現することができない。特定の資料を撮影し

たような写真であれば、資料の名称、等から写真を特

定することができるかもしれない。しかし、一般的

な風景写真や生活写真の場合には、ある程度以上の

数になると、同じキャプションでも相当数の枚数の

写真になってしまい、結局使おうとすると、全部の

写真を見ることが必要になり、検索カードとしては

非常に不十分な活用しかできなくなってしまう。こ

のような状態は数が増えるほど、また写真の内容が

風景等の特定しにくいものであるほど、利用がしに

くくなるということになる。

このような問題はコンビュータの画像処理によっ

てかなりの程度に解決ができるようになってきた。

ディスプレイ上に縮小した画像で検索をすることに

よって、文字情報による検索と同じように画像情報

の検索ができるようになっており、写真利用の範囲

は飛躍的に大きくなってきた。動画についても同じ

であり、動画の各コマを情報として取扱い、静止画

と同じように活用することができる。

そしてそのような写真資料を活用した博物館活動

が新たに始まっている。これまで写真は単なる資料

に付ける記録として扱われ、独自の活用は余り行わ

れてこなかった。しかし写真はあるモノを記録して

いるだけではなく、ある時代の事象を記録している

ものであり、その写真に記録された事象は、他の博

物館資料では分らないような多くの情報を含んでい

る。そのような例として昔の民俗芸能などの写真か

らこれまで分らなかった道具類などの具体的な使用
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方法に関する情報が読み取れるという例が上げられ

てきた。現在では写真機が普及して普通に撮影がさ

れるようになってから年月がたってきたため、特別

な祭や行事だけではなく、普通の人々の日常生活の

記録が写真の中で見られるようになっている。また

写真の性質として、偶然性によって、目的として意

図していた以外の多くの物が視野の中に入ってしま

う(加藤秀俊 1958) ということは広く認識されて

いる事である。港 (2000) は、「写真は人間が欲し

いと思わない細部まで取り込んでしまう。記録装置

としては優れていても、写真には特長抽出の能力は

ないのである。」と述べ、そういう性質による写真

の可能性について論じている。そしてこの様な性質

によって、風景写真などに写し込まれたものを記録

として利用する事が可能になっている。

このように写真はもともとはフィルム上に記録さ

れた特定の情報として利用されてきたが、現在はそ

れ以上に、一つの時代や一つの景色、あるいは一つ

の物を客観的に記録した媒体であり、多重構造を持

った多目的な情報を含んだものと考えることができ

る。写真を撮影した人の意図とは離れて、その意図

したもの以上の多くの情報が写真の中に写し取られ

ているのである。従って、例えば祭の情景を撮影し

た写真として扱っていても、同時に必要があれば、

背景の社殿の様子、人の衣服、交通標識などの多く

の情報を含んであり、そのような情報が必要な場合

には、目的にあった情報を引きだすことができる。

静止画や動画の資料は従来に考えられてきた以上

に、博物館資料としての多様な利用がされるように

なってきており、それが写真の中に写し込まれてい

る情報の活用である。

2 )近・現代の情報としての画像

普通の人々の暮らしぶりの変化は近年に入って非

常に早くなり、少し前のことがわからない、あるい

は記憶に残らなくなってきている。過去の記録の中

から情報を引きだす乙とは博物館として必要な事業

であるが、ある意味ではそれ以上に過去の記憶から

情報を引きだすことは博物館の現代的な、大切な事

業になりつつある。

例えば近年では、ほんの10年あるいは20年前のこ

とであっても、生活習慣の変化などによってその当

時の生活の様子はまったく記憶からなくなってい

る。そしてその当時のことを普通にはもう思いだす

こともできない。しかしその当時の写真を目にする

と、写っている景色や写っている物によって記憶が

呼び起こされ、それが切っ掛けになって当時の状況

が再現される。このような写真の利用によって、過

去と現在とをつなぐことが可能であり、展示やフィ

ールドでのヒアリング調査等の際に、写真を使って

目的を果たすことができる(嘉田 1997) 。現在の

社会や暮らしを見つめ直し、今後の暮らしについて

考える場としての博物館の役割は今後ますます重大

になると考えられるが、そのための写真資料の重要

性はますます大きくなる。

さらに港 (2000) は、「写真は観察、確認、支持

といった世界の〈経験〉と、意図、見解、判断とい

った世界に対するく期待〉の両方をひとりの人間の

なかで同時に扱うことができる装置だ。J と述べて、

写真には未来が潜在していることを示している。そ

してそういう意味において、博物館では古い写真を

収集すると同時に、現在の写真を撮影し、また収集

しておくことが、もうひとつの課題とだるだろう。

そしてこのような普通の写真の場合には、大部分

の人びとはそのような写真に価値を見いだせていな

い。琵琶湖博物館では具体的な生活の変化を写真の

中に記録されていることを通して振り返る材料とし

て昭和30年代の写真のコレクションを行っている。

幸いにも第二次大戦当時からずっと「自分の日記の

ようにJ して写真を撮影し続けてこられた方の写真

の提供を受けることができ、その写真の展示会を行

ったところ、「なつかしpJ という声とともに、「こ

んな写真だったら私の家にもあるj という反応もあ

って、それを切っ掛けにして多数の古い写真の寄贈

があった。博物館が資料を活用することで、古い写

真を見直すことができた例である。

もちろんこのような写真の利用例以外に、従来か

ら利用されているとおりに写真を見ることで姿や形

がわかるため、博物館資料の写真や生物の生態写真

等を収集し、活用するという利用がある。博物館で

行う利用者向けの行事や出版物などで有効な写真が

有るか無pかで、その理解の程度や効果がまったく

異なることは明らかである。

また動画についても、静止画と同様な利用ととも

に、動画でしかできないような利用がされる。民俗
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調査や民具の使用等についての動画資料の利用はよ

く話題になるが、このような例では、地域での実際

の民俗事例や民具使用等がもうおこなわれておら

ず、動画の中だけにしか残されていないというよう

な例がある。また琵琶湖博物館で展示用に琵琶湖の

丸子船を製作したが、この船は第二次大戦以後には

まったく作られておらず、かろうじて若いころに製

作経験のある船大工さんに製作していただいた。図

面等はもともとなく、今回の製作過程を画像で記録

し続けたものが唯一の製作の記録となるものであ

る。

3 )博物館資料としての画像

映像資料については、これまで、ず、っと一次資料の

記録として、二次資料と位置付けられてきたが、青

木(1997) は民俗映像等にそこでしか記録されてい

ない一次的な内容が含まれているために映像資料の

一部のものは一次資料とするのがふさわしいとし

て、一次映像資料と二次映像資料とに区別するとい

う提案を行っている。おそらくこの提案は現実的な

ものである。図書においても一次資料といえる図書

と二次資料といえる図書があるように、映像におい

ても同様に、資料分類において、形態だけで、決って

しまうものではない。また資料価値から分類を行う

ということは困難で、ある。

むしろ含まれている情報の内容や量から考えるな

ら、映像には、その画面に記録されているほぼ全て

の情報が利用されているものと、現在は利用してい

ない情報が含まれているものとがあるであろう。そ

してこの区別は従来の一次資料(実物資料)と二次

資料(記録資料)との関係と類似している。そして

実は多くの動画と静止画は、どの画像の持つほんの

一部の情報しか利用できておらず、どちらかといえ

ば一次資料の範囲書に入る資料の方が多いようであ

る。

なお、映像資料の場合には、その情報が乗ってい

る媒体自体が研究や保存の対象となる。しかしこれ

は比較的特殊な例であり、写真を専門とする博物館

などにとっては、その l'情報が乗った媒体J そのも

のが収集の対象となる資料であるということになる

が、その問題はここではふれない。これは図書・文

献資料において、古文書や希少本などのありかたと

類似している。またこの議論では写真を芸術として

扱う美術系の博物館資料としての議論は行っていな

p。

5. デキゴトに関する資料

博物館資料には、いわゆる一次資料、あるいは二

次資料とされているもの以外にも形を持たない資料

があると考えられる。千地(1978) は博物館資料を

モノ資料と情報資料とにわけたが、この場合の情報

資料とは、広義での図書・文献資料のことをさして

おり、加藤 (1977) においても扱っている資料の内

容は同じであることはすでに述べた。

この二人の博物館資料の分類に対して、倉田・矢

島(1997) では千地の情報資料の内容に伝承を付け

加えた。また日本博物館協会 (2000) では、科学館

等の原理を説明する資料やデータベース化された資

料など、「博物館資料が多様化し、一次資料と二次

資料の区別がしにくい資料が増大しているが、それ

らには柔軟な対応が余儀なくされているJ と指摘し

ている。日本博物館協会のあげる資料の例にある原

理を説明する資料のようなものとともに、これまで

記録されてこなかった記憶の中にあってような情報

が博物館資料として上げられる。

柳田 (1935) は民俗資料を大きく三つに分けて、

有形文化、言語芸術、心意現象とした。武士田

(1994) は、この柳田の意見を一部変更して、資料

形態による民俗資料の分類として、有形文化(物質

文化、有態文化)、無形文化、心意現象の三つとし

た。無形文化についても幾つかの議論が有るが、例

えば文化庁文化財保護委員会(1965) は「民俗資料

調査収集の手ヲU をまとめ、有形資料と無形資料を

区別した細目例示を行い、その内容の詳細を示した

「日本民俗資料事典J (文化庁文化財保護部監修

1969) では、無形資料(口頭伝承)を「伝説、昔話、

民謡、諺・秀句・その他、謎、命名、日常生活用語j

という七種類に分けた。

民俗学ではこのように記録されていない、形のな

い資料群があることが早くから認識されており、こ

の資料群が文書や映像で記録されると従来の博物館

資料の中の二次資料等になるということである。朝

岡 (1999) は歴史研究の資料にはいろいろなメディ

アの形式があるとして、「みぶり・しぐさ・くせJ

というようなものを含めた、より広い観点から見て

-7-



いく必要があると述べている。

確かにそのような資料は、記録されれば従来の資

料の範暗に入ってしまうかもしれないが、そのよう

な記憶や無形文化を受け継いできた人の持つものを

すべて記録できるわけではない。ましてすでに滅ん

でしまったそのような文化があるであろうし、今後

も放置すればますます消滅していくような文化もあ

るであろう。したがって、すでに記録がされている

内容とはべつに、人々が受け継いできた知識や技術

の体系というものは、一つの資料としてあっかうこ

とが求められる。

そして記録されなければ利用できないとはいうも

のの、民俗学でいう無形資料や心意現象と同じよう

に、現在の日常生活の中にある記憶というようなも

のが現在の博物館の資料として利用可能な場合があ

る。現在の博物館は、博物館を通して将来の暮らし

のあり方を問う場になると思われるが、そのような

暮らしを考える上では、近い過去の、まだ記憶の中

にある暮らしの有様が資料として有効な場合があ

る。その際に必要となるのは、昭和30年代の記憶を

思い起すことであり、博物館の展示や古い写真等が

その引き金となる。そのようなほんの数十年前の、

当時であれば何でもない普通の暮らしというものを

思いだしてもらうことは、琵琶湖博物館のひとつの

目標であり、その過程にある共通の記憶というもの

は、ヒアリング調査の際の思い出の言葉だけである

としても博物館にとっての資料として活用できる。

このようなまだ記憶にある時代の普通のくらしに関

する記録のようなことも博物館の資料として重要に

なろうとしている。

琵琶湖博物館では、たとえば地域で水道が使われ

るようになる以前に行われてきた水の利用につい

て、地域の人々にヒアリングして調べてもらうとい

う事業を行っている。このような自分の暮らしの中

にある情報など何の意味もないと思っている人たち

自身が地域を調べる事で、くらしにかかわるさまざ

まな具体的な情報が集るとともに、過去と現在を比

較的に見る事で、参加した人びとの地域を見る目が

変るという効果がある。そして、この様な情報が滋

賀県全域から集ってくると、水の利用ということか

ら見た地域の変化の諸相が明らかになってくる。こ

のようなまだ記憶にある時代のくらしの情報は、博

物館にとっては、研究資料としても活用でき、また

事業でもいかしていくことができる。

博物館資料の一次資料を、直接資料、あるいはモ

ノ資料と呼び、二次資料を間接資料あるいはコト資

料と呼ぶことがある。このような資料は形態や見か

けに意味がある、あるいは情報が乗っている媒体が

はっきりとしている資料といえるであろう。それに

対して、形態や見かけには意味がない、いわゆる無

形や記憶の資料は、モノやコトに対するデキゴト資

料、あるいは直接資料や間接資料に対する事象資料

と呼ぶのが相応しいと考える。そしてこれらのデキ

ゴト資料も、情報として博物館に収集される。

6. 博物館で扱う情報とは

図書文献資料や静止画や動画というような資料

は、博物館資料としては一般的には二次資料の一部

として位置付けられている。もともと二次資料とは

一次資料の記録であるといわれており、一次、二次

という用語に見られるように、この用語に資料とし

ての価値をも意識しているように思える。しかしす

でに見てきたように、二次資料の中に、あるいは二

次資料の中だけに一次的な情報が含まれている場合

もある。したがって、この「実物資料と記録」とい

う分類の方法に無理があるのではな L 功、と考える。

1 )使える情報と使えない情報

二次資料の実際の利用例等を見ていくと、図書・

文献がそうであるように、情報が乗っているモノの

形態やモノそのものに意味があるのではなく、そこ

に含まれている情報に意味があることがわかる。博

物館二次資料の大部分は情報を収集しようとしてい

るのである。しかし映像資料の様に従来は二次資料

とされながら、中にはその資料がもっている全ての

情報がすぐに利用できない、あるいは全ての情報を

利用する事を目的とはせずに収集している物があ

る。

それに対して博物館の一次資料、いわゆる実物資

料の場合は、その利用は、現在に利用可能な情報は

限られる。つまり実物資料は利用可能な情報以外に、

より多くの情報を隠しもっているのである。普通に

は現在の知識や技術で利用可能な情報を利用して研

究を行い、展示等に利用する。したがって資料が実

物であるということの意味は、「実物だから展示し
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て迫力が遣う J r実物だから細部までよくわかる J

というようなことは別として、実物資料はその持っ

ている情報の一部を利用しており、研究が進み、技

術が進むと、さらに多くの情報が入手可能な場合が

あるということである。

したがって、先にも述べたように実物資料が持つ

情報を誤解して理解しているような可能性がある場

合には、もとの資料にあたって確認する必要が生じ

る。またある資料にかかわる時代、分野などの研究

が進んで、改めて考え直す必要が生じたときには、や

はり元の資料にあたって調べ直す事が必要であろ

う。例えば生物資料についての記載や同定に疑問が

生じた時には、元の資料にもどって確認し、最初の

記載の時には分らなかった情報や、場合によっては

技術的に解明できなかったような情報すらとりだす

ことができる。これが博物館が一次資料と二次資料

を区分し、あるいは生物資料の場合に、タイプ標本

を特別扱いしても大切に扱う理由である。

そして博物館の一次資料と二次資料の全体を「情

報」というキーワードで改めて見てみると、実は博

物館資料全体を情報として扱うことができることが

分る。

博物館では、当面利用可能な情報、あるいは見え

ている情報を利用するために資料を収集しているの

であって、一次資料といえども、資料が持つ情報の

ほんの一部のみを目的に収集していると言える。そ

う考えると、一次資料といえども、利用しているの

はモノではなく、そのモノの持つ情報であって、図

書と同様に情報が乗った媒体としてのモノを収集し

ているということができる。こういう視点からは、

博物館で収集しているのは一次資料と二次資料を問

わず、モノではなく情報であるということができる。

つまり博物館資料とは情報であり、その情報が乗っ

た媒体は、その種類によって、さらに様々な情報を

隠し持ったものもあれば、比較的一面的な情報を持

ったものもあるという区別ができる。ただしすでに

述べたように、資料の分類は形態や利用方法から行

うべきであって、資料価値とは別であることは前提

である。

2) 梅梓の「博情報館J とのかかわり

このような博物館の資料は情報であるという議論

は、すで、に梅梓が行っている。梅梓 (1978) は「博

物館というものは本当は博情館でなければならない

といわれている。扱うのは物よりむしろ情報なのだJ

といい、以後も同様な発言を行っている。例えば国

立民族学博物館創設十周年の記念講演 (1985) でも

「博物館の物という字は誤解をあたえやすいので、

むしろ博情報館、あるいはちじめて博情館というほ

うがいいのではないかという意見もあるぐらいであ

りますj と述べている。このような一連の発言は博

物館資料論としての発言ではなく、むしろ国立民族

学博物館にかかわった議論であり、博情館というこ

とについてもその内容についてはそれ以上には触れ

られていない。そして例えば梅梓 (1979) の「博物

館においては物品、物資、物体はすべて情報として

役立つているのである。あるいは物はここでは情報

に転化しているのである J というような議論にある

ように、博物館資料を使おうとすると情報の形にし

て発信していくことが必要であるということを強調

しているように思える。どのような資料であれ、保

管しであるだけでは活用のしようもなく、その物が

持つ情報を利用できるように加工し、発信すること

が博物館の役割であるということであろうか。梅梓

は情報産業論(1962) をごく初期にとなえたことで

知られているが、情報を通じて世の中が動くこと、

そして博物館は情報産業の場ととらえており、コン

ピューターを活用して、資料の持つ情報を広く発信

することの大切さを述べたのだろう。

この博情館という言葉から、これからの博物館は

情報だけがあればいい、あるいは情報だけの博物館

の可能性について意見(高橋 2001) を聞くことが

あり、また実際にそういう博物館ができている。し

かしそれは資料と情報との関係を見ていない議論で

あろう。もともと、博物館資料は収集されているだ

けでは誰も利用はできない。そして資料に関する情

報は、もとになる資料抜きにしては、その価値は大

きく下がる。博物館が博情報館となって情報を発信

すればするほど、博物館が持つ実物資料の価値はま

すます大きくなるというような性格を持つ。博物館

の資料は、その資料に関する整備をし、情報を発信

することで利用できるようになる。ここでいう情報

とは利用するための手段である。

このように梅梓の博物館に関する議論は資料論と

して行われたものではなく、また本人がそれ以上の
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議論をほとんど展開していないために誤解を受けて

いると思われる点もあるが、この一連の議論を博物

館資料論として推し進めていくと、博物館で収集す

る資料はすべて情報として扱えるというところまで

行き着くと考えられる。

これまで博物館の資料は情報であるという立場で

の議論を行ってきた。しかしd情報という用語にも混

乱があるように思う。情報とは一般的には「物事に

対する事情」というような意味あいで用いられてき

た。その情報を知ることで、その物事についての知

識が得られるということである。しかし最近は情報

というとデジタル情報、コンピュータ上に加工され

た情報のことをさすことが多い。

コンビューター上の情報は、画像であれテキスト

であれ、もともとの何等かの情報をコンビューター

で活用できるように加工したものであり、博物館資

料としては新しいものではない。むしろ博物館資料

の中の一部を加工し、大量にある、そして多様な資

料を効果的に活用するための手段であり、コンビュ

ーターを使用した情報の表現形態である。そして、

博物館資料を利用者と結びつけるための手法である

といえる。デジタル情報が直接資料(一次資料)で

ある例は、おそらくない。

7. 博物館の資料とは (むすびにかえて)

博物館の活動がより多岐にわたるようになり、こ

れまでの博物館資料に関する議論だけでは対応がで

きない部分が生じている。本稿では今後の議論のた

めに博物館二次資料を中心にその資料のそれぞれの

性格を改めて確認する事で、一次資料、二次資料の

両.方にわたって、博物館資料を情報という視点で整

理し直す事を提案した。

博物館の扱う資料はすべて情報である、という立

場で見ていくと、博物館資料の全体像がこれまでと

は違ったように整理できる。また一次資料と二次資

料との区別についても、中間的な内容を持った資料

についても、その所在が明確になると考える。

すなわち、資料が持つ情報の一部のみを利用する

事ができて、現在はその他の情報は隠れた状態にな

っているような資料、その資料が持っている情報の

ほぼ全体が現在利用可能な資料、そして言葉のみ、

ある L 刈ままったく形を持っていない資料、という三

種類の博物館資料が考えられる。この情報の一部の

みを利用している資料は、これまでの範時でいえば

博物館の一次資料(実物資料)ということになり、

全ての情報を利用している資料は博物館二次資料

(間接資料)、そして形がない資料は、伝承等の無形

資料として扱われてきたような資料である。そして

個別の資料は、従来の一次資料、二次資料、そして

伝承資料などと同じ分類の位置に落ち着くが、従来

の分類で一次資料か二次資料であるのかが暖昧であ

ったような資料も、その情報の見え方によって、ど

ちらの資料に入れればいいのかははっきりとする。

また博物館の資料については、実際の収集や利用

の上で、近年の新しい幾つかの課題がある事が指摘

されている。例えば、資料は博物館が持ち帰るので

はなく、現地あるいはその地域に保存するべきとい

う考え方や、博物館問の資料の交換あるいは博物館

資料についての共同のデータベースの構築を含めた

博物館資料ネットワークの構築とそれにかかわる人

と博物館のネットワークのありかた、これまでどち

らかというと保存することに力点をおいてきた博物

館資料整備の考え方に対して、利用する事を考えた

資料整備のあり方などである。

これらの課題についての議論がされはじめたのは

必ずしも最近ということではないが、実際の運営に

ついてはそれほど実施例が多いわけではない。それ

はもちろん技術的な問題もあると考えられるが、そ

れ以上に博物館資料をめぐる理論的な課題を解決す

ることが前提になっている。このような理論的な課

題については、博物館資料を情報と考え、その情報

の保存、利用のありかたを整理する事で、統一的な

博物館資料に関する課題を考えることができる。
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